
住民アンケート調査について 

京北地域の土地利用の規制・誘導のあり方を考えるための第３回
検討会が開催されました。 
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第３回京北地域の土地利用の規制・誘導の

あり方に関する検討会が，１月1６日に右京

消防署で開かれました。 

当日は，昨年末に実施したアンケート調査

の結果や，地域内の建築関係者などを対象に

行ったヒアリング調査結果などについての

報告のほか，地域の将来イメージとその実現

に向けた課題について，事務局から資料説明

を行い，意見交換を行いました。 

検討会では，制度を決める前に，各制度を

実施した場合土地利用に関してどのような

事が起きるのか，地域住民のみなさんの生活

実態に応じた具体的な例を示すなどの情報

の提供を行う必要があるのではないのかと

いった意見や，農業や林業の計画に応じた規

制・誘導が必要であるといった意見がありま

した。 

次回には，これらの意見を踏まえ，具体的

な規制・誘導に関する議論を行っていきたい

と考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの規制・誘導のあり方の検討に向け

て，京北地域の全世帯を対象に，土地の利用方

法や地域の魅力などに関するアンケート調査

を実施しました。 

アンケート票は，京北地域内の全世帯２，２

５７世帯に配布し，期限内に１，０４３票のご

回答をいただきました。ご協力ありがとうござ

いました。 

また，市政協力委員のみなさんには，アンケ

ート票の配布にご協力いただき，ありがとうご

ざいました。 

アンケート調査の結果について，その一部を

次ページに掲載しています。 
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□ 所有地の今後の利活用（農地） 

・ 農地所有者のうち３割が，自分の農地が耕作放

棄地になる可能性があると考えているほか，

７％が農地として売却したいと考えています。
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22.5%

3.6%

3.5%

10.1%

26.8%

42.2%

7.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

これまでどおり農地として利用したい

自分での営農は難しいが，作業委託や

農地貸しなどにより農地として利用した

自分での営農は難しく，耕作放棄地とな

る可能性がある

子ども等に農地として引き継ぎたい

農地として売却したい

その他

考えていない

不明・無回答

 

□ 所有地の今後の利活用（山林） 

・ 山林所有者のうち，宅地開発や売却を考えてい

る人が１割程度ずつみられます。 
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36.8%

11.9%

3.9%

2.7%

8.2%

11.0%

41.6%

32.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

維持管理は困難であるが，現状のまま保

有したい

これまでどおり山林として維持管理したい

子ども等に山林として引き継ぎたい

可能であれば山林以外の用地として宅地

開発を行ってもよい

売却したい

考えていない

その他

不明・無回答

 

□ 今後望ましいと思うまちの姿 

・ 将来の希望として，働く場づくりと自然の

保全を望む声が多くみられます。 
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2.6%

3.5%

48.5%

34.5%

45.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地域雇用を高めるため，工場進出など

の事業用地の供給を進めるべきだ
長年にわたって手入れされてきた美し

い山林を保全すべきだ
山や川，農地等が広がる自然環境を守

るべきだ
まちの人口増大に向けた宅地の供給を

進めるべきだ
常照皇寺などの歴史資源の価値を更に

高めるべきだ

観光振興に向けた取組を強めるべきだ

桂川や弓削川沿いの美しい景観を保全

すべきだ
都心部と比べて，ゆとりを持って建物

が建てられている状況を守るべきだ
都市近郊のレクリエーショ ン用地の供

給を進めるべきだ
古くからの農家などが趣のある集落の

景観を保全すべきだ
栗尾峠などからの眺望景観を保全すべ

きだ
まちのにぎわいを生み出すため，店舗

などの事業用地の供給を進めるべきだ

今のままでよい

その他

わからない

不明・無回答

□ 京北地域の景観や環境の魅力 

・ 全体の８割が，“自然環境”を京北地域の

景観や環境の魅力と考えています。 
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49.9%

46.9%

44.9%

32.0%

29.2%

27.2%

26.3%

5.1%

4.0%

79.2%

43.0%

0% 20% 40% 60% 80%

緑豊かな山や清らかな川に恵まれた自

然環境
都心部と比べて，ゆとりを持って建てら

れている住宅等の建物の状況
長年にわたって手入れされてきた美しい

山林や農地等の自然的景観
源流域に渓谷や滝があり鮎釣りなども楽

しめる川
常照皇寺をはじめとする寺社などの歴

史資源
しゃくなげや伏条台杉など特徴のある自

然資源

栗尾峠からなどの眺望景観

古くからの農家などが趣のある集落の景

観
桂川や弓削川沿いの落ち着いたまちな

みの景観

その他

不明・無回答

 

□ 京北地域内での農地・山林の所有状況 

・ 全体の 7 割の世帯が，農地ないしは山林

を所有しています。 

N=1035

不明・無回答

3.2%

いずれも所有して

いない

26.4%

山林のみを所有し

ている

3.8%

農地のみを所有し

ている

16.1%

農地と山林を所有

している

50.5%

住民アンケート調査結果の一部を紹介します。 

□ 京北地域の暮らしの中での魅力 

・ 全体の４割は，“親密な近所関係”を京北

地域の暮らしの魅力と考えています。 
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42.3%

28.0%

27.1%

18.6%

9.9%

7.6%

20.3%

12.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

コミュニティや近所づきあいが親密

高齢者福祉が充実している

子ども達の教育環境が充実している

農林漁業など個性的な産業がある

文化・スポーツ活動が盛んだ

その他

子育て支援が充実している

不明・無回答

 



 

 

 

 

検討会に提出された，『京北地域の目指すべき地域の姿（土地利用の将来像）』と『目指すべき

地域の姿実現に向けた課題（京北地域全体の課題）』（素案）の一部をご紹介します。 

 

『京北地域の目指すべき地域の姿（土地利用の将来像）』 『目指すべき地域の姿実現に向けた課題』 

【全体イメージ】 【全体課題】 

⇒ 安全に安心して暮らすことのできるまち ・宅地の安全性が確保された土地利用 

・構造，設備上問題のある建物の未然防止 

⇒ 豊かな自然と共生し，ゆったりとした暮らしを 

満喫できるまち 

・自然と共生をめざした土地利用 

・自然災害や汚染，公害等を引き起こさない土地利用 

⇒ 農林業等を中心とした安定した経済基盤が確立 

したまち 

・農林業等の施業環境に配慮した土地利用 

⇒ 地域の自然・文化等を生かした交流や観光が 

育まれるまち 

・自然や文化等の資源を活かした地域ブランドを高める

土地利用 

“地域の自然・文化に根付いた生業と， 

ゆとりと潤いのある暮らしを実現するまち” 

“自然の恵みを分かち合う， 

田園（山林）文化を生み出すまち” 

 

山地 
 

豊かな自然と共生する緑豊かなまち ・施業環境に配慮した森林保全と計画的な土地利用 

自然災害等にも備えた，安心して暮らせるまち ・災害を未然に防ぐ土地利用等 

地域産業である林業を次世代に引き継ぐまち ・施業環境に配慮した森林保全と計画的な土地利用 

まちを象徴する美林を各所から見渡すことが 

できるまち 

・森林の保全と計画的な山林管理 

都市部住民が自然に触れ合うことのできるまち ・都市近郊の自然体験フイールドとしての山林の利活用

農地（里山含む） 
 

農林漁業を安心して続けることのできるまち ・営農環境に配慮した農地保全 

・営農環境に配慮した計画的な土地利用 

自然と共生する環境重視の農林業を営むまち ・自然への負荷を抑えた効率的な農地づくり 

自然と共生する田園風景の広がるまち ・山林や農地などの自然景観に調和した集落景観の形成

宅地（周山周辺及び各集落） 
 

安全に安心して暮らせるまち ・建物の安全性の確保 

衛生的で快適に暮らせるまち ・道路や上下水道などが整備された土地利用 

日々の暮しのサービスが充実したまち ・各種サービス機能の適正な配置 

誇りをもって暮らせるまち ・地域らしいまちなみ形成のルールづくり 

触れ合いと賑わいにあふれるまち ・交流サービス機能の適正な誘導 

【
土
地
利
用
形
態
別
イ
メ
ー
ジ
】 

職住が近接した暮らしをおくることのできるまち ・暮らしと業が棲み分けられた土地利用 

※『めざすべき地域の姿実現に向けた課題』については，「土地利用課題」と「地域振興課題」のうち， 

「土地利用課題」のみを掲載しています。 

 

『京北地域の目指すべき地域の姿』と『目指すべき地域の姿 
実現に向けた課題』（素案） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 平成 18年３月２３日（木）午後３時から 

場所 京都市消防局右京消防署（右京区太秦蜂岡町３６） ３階講堂 

当日は午後２時４０分より，傍聴の受付を行う予定です。詳しくは下記の事務局までお問合せく

ださい。（会場の都合で人数制限があります。） 

 

素朴な疑問のコーナー 

第４回検討会のご案内 

杉 男  ：第３回の検討会では，目指すべき将来の姿の案が出されたんだね。 

京都市  ：現場調査や，各種のデータ，アンケート，各種の京北地域に関わる計画，及び若者や

婦人，市民活動団体，事業者，地域外地権者など様々な方々からお伺いしたご意見等

を踏まえ，案を作成しました。 

「安全で安心して暮らすことができるまち」「豊かな自然と共生し，ゆったりとした

暮らしを満喫できるまち」「農林業等を中心とした安定した経済基盤が確立したまち」

「地域の自然・文化等を活かした交流や観光が育まれるまち」を全体イメージとして

います。 

鮎 子  ：安全と安心がまず出されているのね。 

京都市  ：現場調査などから，不同沈下や浸水被害などに少し不安のある敷地に建物が建てられ

ている事例が見られました。 

杉 男  ：自然と共生することが次に出されているね。 

京都市  ：昨年末のアンケートでは，８割以上の人が，自然環境を京北地域の魅力であると思っ

ておられます。また，様々な方にご意見をお伺いするなかでも，改めてそのことを強

く感じました。 

鮎 子  ：一方で，アンケートなどでも多くの人が地域に働く場のないことを挙げていて，工場

や福祉施設の立地などの思いを持っているんだね。 

京都市  ：そのことが３つ目の「経済基盤が確立したまち」や「交流や観光が育まれるまち」に

つながっています。 

杉 男  ：新しい人や産業には来てもらいたいしな。 

京都市  ：お伺いしたご意見のなかには，栗尾トンネルが完成すれば，冬場の峠越えの心配がな

くなり，開発の波が一気に押し寄せてくるというものもありました。 

鮎 子  ：アンケートでは７割の人が農地か山林を持っていて，山地では約１割の人が，売却や

活用の意向をもっているようだし，大きく地域が変わっていく可能性もあるのね。

杉 男  ：多くの人が，土地の使い方が変わっていくことの，直接の当事者となる可能性がある

ってことだね。 

鮎 子  ：でも，当事者になった時，一人ひとりじゃそんなこと考えるのは大変だしなー。やっ

ぱり，何か土地の使い方のルールでもあった方が良いのかな。 

京都市  ：いよいよ，次回の検討会では，そうした具体的な土地の使い方のルールについて，検

討をお願いすることとなります。 

鮎子，杉男：まちの未来や私たちにとって，有意義な検討になるよう期待しています。 
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